
序

書
陵
部
京
都
出
張
の
思
い
出

西

本

昌

弘

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
に
五
輯
を
刊
行
し
た
『
禁
裏
・
公
家
文
庫

研
究
』
が
、
こ
の
た
び
新
た
に
冊
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
論
集
の
基
礎
に

は
、
田
島
公
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
一
連
の
共
同

研
究
が
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
に
所
属
す
る
研

究
者
を
中
心
に
、
東
山
御
文
庫
や
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
古
典
籍
の
目
録
を
公
刊

す
る
と
と
も
に
、
各
所
蔵
機
関
の
未
刊
史
料
を
紹
介
・
翻
刻
し
、
新
史
料
の
も
つ

意
義
を
世
に
問
う
て
き
た
。
根
気
の
い
る
地
味
な
研
究
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
一
般

の
研
究
者
に
は
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
を
数
多
く
公
表
し
、
こ
の
分
野
の
研

究
状
況
を
大
き
く
塗
り
替
え
て
き
た
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
本
論
集
に
は
禁
裏
・
公
家
文
庫
本
に
関
す
る
地
道
で
質
の
高
い
研
究
成
果
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
拝
読
し
て
蒙
を
啓
か
れ
て
き
た
。

私
は
一
九
九
一
年
四
月
に
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
に
入
り
、
一
九
九
九
年
三
月

ま
で
勤
務
し
た
が
、
こ
の
間
、
毎
年
秋
の
東
山
御
文
庫
を
含
む
京
都
出
張
に
は
三

回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
最
初
の
京
都
出
張
は
一
九
九
三
年
九
月
の
こ
と
で
、

詫
間
直
樹
氏
と
と
も
に
七
泊
八
日
の
日
程
で
出
か
け
、
初
日
に
は
京
都
国
立
博
物

館
で
『
稿
本
北
山
抄
』
を
調
査
し
た
。
こ
の
京
都
出
張
は
主
と
し
て
『
皇
室
制
度

史
料
』
編
修
に
伴
う
も
の
で
、
当
時
準
備
を
進
め
て
い
た
儀
制
編
の
誕
生
・
成
年

式
な
ど
に
関
わ
る
史
料
を
採
取
し
、
原
稿
の
校
訂
を
行
う
目
的
が
あ
っ
た
。
私
は

関
西
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
東
山
御
文
庫
の
何
た
る
か
を
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
東

京
に
赴
任
し
て
書
陵
部
の
出
張
で
は
じ
め
て
御
文
庫
の
存
在
と
そ
の
価
値
を
知
っ

た
次
第
で
、
み
ず
か
ら
の
不
明
を
深
く
恥
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
回
目
の
京
都
出
張
は
一
九
九
五
年
一
一
月
の
こ
と
で
、
田
島
公
氏
と
と
も
に

東
山
御
文
庫
で
『
周
易
抄
』
な
ど
を
調
査
し
た
が
、
や
は
り
も
っ
と
も
印
象
深
か

っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
『
新
撰
年
中
行
事
』
と
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

『
年
中
行
事
』
上
下
二
冊
（
勅
封
一
四
四

八
）
は
何
の
変
哲
も
な
い
近
世
写
本
で

あ
っ
た
が
、
本
文
を
何
度
も
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
年
中
行
事

書
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
こ
で
本
文
の
一
部
を
書
き
写
し
、

帰
京
後
に
書
陵
部
で
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
こ
れ
が
藤
原
行
成
撰
の
『
新
撰
年
中

行
事
』
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

東
山
御
文
庫
で
は
毎
年
秋
に
侍
従
職
を
中
心
に
曝
涼
が
行
わ
れ
る
が
、
書
陵
部

の
調
査
は
こ
の
曝
涼
中
に
実
施
さ
れ
る
の
で
、
天
候
に
も
よ
る
が
、
通
常
は
午
後

二
〜
三
時
頃
に
は
片
付
け
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
閲
覧
時
間
を
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確
保
す
る
た
め
に
、
昼
食
抜
き
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
調
査
は
手
書

き
で
記
事
を
写
し
取
る
作
業
が
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
作
業
が
何
日
も

続
く
と
さ
す
が
に
疲
労
が
蓄
積
し
た
。
当
時
の
宿
舎
は
京
都
御
苑
内
の
白
雲
荘
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
旧
桂
宮
邸
の
一
角
に
あ
っ
た
。
一
〇
畳
ほ
ど
が
二
間
の
一
間
に

侍
従
職
の
方
々
、
も
う
一
間
に
書
陵
部
の
四
名
（
図
書
調
査
室
二
名
・
編
修
課
二

名
）
が
寝
泊
ま
り
し
た
が
、
大
人
四
人
が
同
部
屋
の
七
連
泊
は
身
に
応
え
た
。
ま

た
、
夜
は
洛
中
の
飲
食
店
を
徘
徊
し
た
か
ら
、
出
張
の
最
終
日
と
も
な
る
と
、
さ

す
が
に
疲
労
は
頂
点
に
達
し
、
ボ
ロ
雑
巾
の
よ
う
に
な
っ
て
帰
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。
し
か
し
、
京
都
出
張
で
書
写
し
て
き
た
興
味
深
い
史
料
を
、
書
陵
部

に
お
い
て
関
連
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
確
認
す
る
の
は
、
何
に
も
増
し
て

楽
し
い
作
業
で
、
そ
の
多
く
は
既
知
の
史
料
で
あ
っ
た
が
、
た
と
え
一
字
で
も
流

布
本
を
正
す
手
が
か
り
が
得
ら
れ
れ
ば
、
出
張
の
疲
れ
は
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
。

そ
の
後
、
退
職
し
て
関
西
大
学
に
移
っ
て
か
ら
も
、
毎
年
秋
に
な
る
と
防
虫
香

の
樟
脳
の
臭
い
が
思
い
出
さ
れ
、
院
生
を
連
れ
て
書
陵
部
や
国
立
公
文
書
館
を
訪

ね
た
。
ま
た
、
田
島
氏
の
科
研
調
査
の
関
係
な
ど
で
東
山
御
文
庫
本
の
拝
観
を
許

さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
は
東
山
本
『
日
中
行
事
』（
勅
封
一
四
四

一
六
）

の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
写
本
も
普
通
の
近
世
写
本
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
芳
之
内
圭
氏
と
と
も
に
内
容
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
摂
関
期
の
未
知

の
日
中
行
事
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
東
山
御
文
庫

本
を
調
査
す
る
際
に
は
、
外
題
は
あ
く
ま
で
も
仮
の
も
の
と
考
え
、
本
文
の
内
容

を
慎
重
に
吟
味
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。
本
論
集
第
一
輯
の
序
で

橋
本
義
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
山
御
文
庫
に
は
今
は
な
き
古
写
本

の
忠
実
な
近
世
写
本
を
数
多
く
残
し
て
お
り
、
近
世
の
新
写
本
と
い
え
ど
も
軽
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
古
写
本
が
存
在
し
な
い
古
典
籍
の
場
合
、
東
山
御
文
庫

本
が
最
善
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

書
陵
部
の
京
都
出
張
で
は
、
東
山
御
文
庫
本
以
外
に
、
陽
明
文
庫
の
近
衛
家
本
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
菊
亭
家
本
・
平
松
文
庫
本
、
清
家
文
庫
本
、
京
都
大
学

文
学
部
博
物
館
（
総
合
博
物
館
）
の
狩
野
亨
吉
蒐
集
文
書
・
勧
修
寺
家
文
書
な
ど

を
調
査
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
を
順
次
閲
覧
す
る
と
、
近
世
の
京
都

に
お
け
る
蔵
書
の
書
写
過
程
が
期
せ
ず
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
帰

京
し
て
書
陵
部
の
九
条
本
・
伏
見
宮
本
・
鷹
司
本
・
三
条
西
本
・
葉
室
本
・
柳
原

本
・
壬
生
本
な
ど
と
対
照
す
る
と
、
や
は
り
書
陵
部
本
の
成
立
も
こ
れ
ら
書
写
本

の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
明
治
維
新
後
、
公
家
の
蔵
書
の
多

く
は
東
京
に
運
ば
れ
る
な
ど
し
て
、
京
都
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
京
都
出

張
で
各
文
庫
本
を
調
査
し
た
我
々
は
、
東
京
所
在
の
写
本
と
京
都
所
在
の
写
本
の

両
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、
二
〜
三
百
年
前
の
京
都
に
お
け
る
禁
裏
・
公
家
文
庫
本

の
書
写
活
動
を
再
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
は
、
東
山
御
文
庫
本
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
の
所

蔵
機
関
に
分
散
所
蔵
さ
れ
る
禁
裏
・
公
家
文
庫
本
を
幅
広
く
調
査
し
て
、
目
録
学

的
手
法
に
よ
っ
て
本
来
の
構
成
を
復
原
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
私
な
ど
が

か
つ
て
実
感
し
た
こ
と
を
、
本
論
集
は
深
く
掘
り
下
げ
て
示
し
て
く
れ
て
お
り
、

禁
裏
・
公
家
文
庫
間
の
書
写
関
係
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
何
よ
り
も
、

田
島
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
、
昨
年
一
〇
月
よ
り
東
大
史
料
編
纂
所
の
閲
覧
室
で
東

山
御
文
庫
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
が
開
始
さ
れ
た
。
本
年
五
月
か
ら
は
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
て
陽
明
文
庫
本
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
閲
覧
が
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
禁
裏
・
公
家
文
庫
本
に
関
す
る
研
究
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
の
裾
野
が
広
が
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
本
論
集
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

ⅱ



☆
目
次

序

書
陵
部
京
都
出
張
の
思
い
出

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
西

本

昌

弘

第
一
部

前
久
が
手
に
し
た
関
ケ
原
情
報

藤

井

讓

治

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
無
題
号
記
録
」
の
書
写
年
代
に
つ
い
て

高
野
切
第
三
種
筆
跡
と
の
比
較
よ
り

恵
美
千
鶴
子

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
「
諸
次
第
等
目
録
」
に
つ
い
て

平
安
時
代
儀
式
研
究
の
た
め
に

神

戸

航

介

陽
明
文
庫
所
蔵
『
勘
例
』
十
三
函
十
八
号
に
お
け
る
先
例
記
事
の
特
徴

黒
須
友
里
江

第
二
部

大
日
本
古
記
録
未
収
の
『
猪
隈
関
白
記
』
原
本
・
古
写
本

尾

上

陽

介

陽
明
文
庫
所
蔵
「
藤
原
師
実
執
筆
除
目
尻
付
関
係
史
料
」
三
点
の
紹
介

田

島

公

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
定
能
卿
記
部
類
』
六
「
御
読
経
」・
七
「
御
願
供
養
」

藤

原

重

雄

陽
明
文
庫
所
蔵
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
の
解
題
と
翻
刻

鎌
倉
長
谷
寺
本
と
の
比
較
検
討
を
中
心
に

田

島

公
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『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』（
天
正
一
五
年
八
月
〜
一
二
月
記
）
の
紹
介

遠

藤

珠

紀

第
三
部

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本
目
録

稿
）

小

倉

慈

司

(2)

あ
と
が
き

執
筆
者
一
覧
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あ
と
が
き

禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
の
集
大
成
を
め
ざ
し
て

本
書
は
、
二
〇
一
二
〜
一
六
（
平
成
二
四
〜
二
八
）
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤

研
究

Ｓ
）「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充

天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

」（
研
究
代
表
者：

田
島
公
、
研
究
課
題
番
号

二
四
二
二
二
〇
〇
一
）
で
行
っ
た
研
究
成
果
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
助
成

事
業
に
対
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
、
五
年
間
で
一
億
九

千
一
四
九
万
円
（
直
接
経
費：

一
億
四
千
七
三
〇
万
円
、
間
接
経
費：

四
千
四
一
九
万

円
）
を
交
付
し
て
い
た
だ
い
た
。
研
究
計
画
の
概
要
や
経
緯
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
関
し
て
は
、

①
日
本
学
術
振
興
会
の
Ｈ
Ｐ（h

ttp
s: //k

a
k
en
.n
ii.a

c.jp
/ja
/g
ra
n
t /K

A
K
E
N
H
I-

P
R
O
JE
C
T
- 24222001）

②
同
Ｈ
Ｐ
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究

Ｓ
）公
表
用
資
料
〔
平
成
二
七

年
度
研
究
進
捗
評
価
用
〕：

h
ttp
s: //

k
a
k
e
n
.n
ii.a

c
.jp
/
ja
/
file

/
K
A
K
E
N
H
I-

P
R
O
JE
C
T
- 24222001/24222001

k
en
k
y
u
 
sh
in
c
h
o
k
u
 
h
y
o
k
a
 
a
iy
o
 
a
.

p
d
f

）

③
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
五
輯
（
思
文
閣
出
版

二
〇
一
五
年
三
月
）
の

研
究
代
表
者
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」

④
田
島
公
編
『「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡

充

天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

」
二
〇
一
二
〜
一
四
（
平
成
二

四
〜
二
六
）
年
度
研
究
成
果
報
告
書
（
中
間
報
告
）』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

二
〇
一
五
年
三
月
）

⑤
同
編
『「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充

天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

」
二
〇
一
二
〜
一
六
（
平
成
二
四

〜
二
八
）
年
度
研
究
成
果
報
告
書
（
最
終
報
告
書
）』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

二
〇
一
七
年
三
月
）

な
ど
に
詳
し
い
。
簡
単
に
そ
の
目
的
を
再
説
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
集
積
し
た
禁

裏
・
公
家
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
約
一
〇
〇
万
コ
マ
の
公
開
と
デ
ジ
タ
ル
画
像
集

積
の
継
続
、
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
充
実
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
文
庫
史
・

蔵
書
目
録
・
収
蔵
史
料
の
目
録
学
研
究
の
進
展
、
学
界
へ
の
情
報
提
供
や
、
古
典

学
の
市
民
向
け
公
開
講
座
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
古
典
学
再
生
の
研
究
基
盤
・
研

究
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
に
対
す
る
日
本
学
術
振
興
会
の
「
評
価
」

と
し
て
は
、
二
〇
一
五
年
度
研
究
進
捗
評
価
（
評
価
結
果
）
が
日
本
学
術
振
興
会

の
Ｈ
Ｐ
に
以
下
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（h

ttp
s: //k

a
k
en
.n
ii.a

c.jp
/ja
/file /

K
A
K
E
N
H
I-P

R
O
J
E
C
T
- 2
4
2
2
2
0
0
1
/
2
4
2
2
2
0
0
1
k
e
n
k
y
u
 
sh
in
c
h
o
k
u
 
h
y
o
k
a

 
k
ek
a
 
a
.p
d
f

）。

【
平
成
二
七
年
度

研
究
進
捗
評
価
結
果
】

評
価

評
価
基
準

Ａ

当
初
目
標
に
向
け
て
順
調
に
研
究
が
進
展
し
て
お
り
、
期
待
ど
お
り
の

成
果
が
見
込
ま
れ
る

（
意
見
等
）
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本
研
究
は
二
つ
の
課
題
に
向
け
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
で
あ

る
日
本
古
典
学
の
支
援
ツ
ー
ル
の
面
で
は
、
多
く
の
機
関
と
連
携
し
て
所
期
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
ば
か
り
か
、
予
想
以
上
の
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
高
く
評

価
で
き
る
。
特
に
、
禁
裏
文
庫
や
近
衛
家
文
庫
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
そ
の

全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
研
究
者
に
大
き
な
夢
を
与
え
て
い

る
。も

う
一
つ
の
目
録
学
の
基
礎
確
立
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
研
究
に
お
い
て
は

優
れ
て
い
る
も
の
の
、
総
体
の
展
望
を
示
す
よ
う
な
研
究
へ
の
取
組
が
更
に
求

め
ら
れ
る
。
目
録
学
が
学
問
史
、
文
化
史
、
知
の
体
系
史
を
考
え
る
上
で
極
め

て
重
要
な
学
問
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な
研
究
の
進
展
と
、
そ
の
こ
と
を
広

く
訴
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

評
価
及
び
意
見
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
近
刊
の
『
科
研
費
ニ
ュ
ー
ス
』

二
〇
一
六
年
度
第
四
号
（
日
本
学
術
振
興
会

二
〇
一
七
年
三
月
）
の
「
最
近
の
研

究
成
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
欄
に
、
田
島
公
「
禁
裏
文
庫
の
調
査
・
公
開
・
研
究
の
画

期
的
な
進
展
と
、
公
卿
学
の
再
検
討
」（h

ttp
s: //w

w
w
.jsp

s.g
o
.jp
/j-g

ra
n
tsin

a
id
/

22
letter /d

a
ta
/n
ew
s
2016

v
o
l 4/p

04.p
d
f

）
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
は
、
日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
最
近
の
学

会
等
で
の
顕
著
な
研
究
成
果
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、「『
禁
裏
文
庫
の
調
査
・
公

開
・
研
究
の
画
期
的
な
進
展
と
、
あ
わ
せ
て
公
卿
学
の
系
譜
の
再
検
討
』（
人

文
・
社
会
系
）」
と
い
う
研
究
成
果
に
対
し
て
、「
本
年
度
で
五
年
間
の
研
究
が
一

応
終
了
し
、
左
記
の
成
果
を
出
し
つ
つ
古
代
中
世
史
研
究
の
史
料
状
況
を
大
き
く

改
善
し
た
。」
と
い
う
理
由
で
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
六
年
一

二
月
一
六
日
付
け
学
術
振
興
会
研
究
事
業
部
研
究
事
業
課
長
名
で
研
究
代
表
者
へ
の
依

頼
書
）。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
成
果
は
、
右
記
の
『
科
研
費
ニ
ュ
ー
ス
』
に

記
し
た
よ
う
に
、
宮
内
庁
侍
従
職
管
理
の
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
禁
裏
本
と

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
家
伝
来
本
の
メ
タ
デ
ー
タ
付
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
を
国
内
で
初
め
て
（
そ
れ
は
同
時
に
世
界
で
初
め
て
で
も
あ
る
が
）
公
開
し
た
こ

と
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
の
情
報
端
末
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（H

i-

C
A
T
 
P
lu
s
：

「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
改
良
版
）
で

公
開
し
た
画
像
数
は
、
東
山
御
文
庫
本
が
約
二
六
万
五
千
コ
マ
、
陽
明
文
庫
本
が

約
四
万
八
千
コ
マ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
科
研
期
間
中
に
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
宮
内

庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
本
・
桂
宮
家
旧
蔵
桂
宮
日
記
・
九
条
家
本
・
柳
原
家

本
・
三
条
西
家
本
・
壬
生
家
本
（
函
号
Ｆ
９
）・
白
川
家
旧
蔵
白
川
家
日
記
・
平

田
家
本
・
続
群
書
類
従
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
「
東
南
院
文
書
」、
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
家
本
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
萩
藩
明
倫
館
旧
蔵
今

井
似
閑
本
な
ど
、
学
術
創
成
研
究
費
及
び
本
科
研
費
で
蒐
集
し
た
禁
裏
・
公
家
文

庫
収
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
、
史
料
所
蔵
機
関
の
公
開
許
可
を
得
て
、
閲
覧

可
能
な
環
境
に
整
え
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
の
端
末
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

H
i-C
A
T
 
P
lu
s

か
ら
合
計
約
九
六
万
六
千
七
一
六
コ
マ
を
公
開
し
（
前
述
の
東
山

御
文
庫
本
・
陽
明
文
庫
本
も
含
む
）、
目
標
と
し
て
い
た
約
一
〇
〇
万
コ
マ
と
い
う

目
標
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
「
公
開
」
と
い
う
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
公
開
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
現
状
に
鑑
み
、

Ⅰ
）一
九
九
八
〜
二
〇

〇
〇
（
平
成
一
〇
〜
一
二
）
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

Ａ
）「
東
山
御
文
庫

を
中
心
と
し
た
禁
裏
本
お
よ
び
禁
裏
文
庫
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号：

一

〇
三
〇
一
〇
一
五
）・

Ⅱ
）二
〇
〇
二
〜
〇
五
（
平
成
一
四
〜
一
七
）
年
度
科
学
研

究
費
・
基
盤
研
究

Ａ
）「
禁
裏
・
宮
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
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に
よ
る
目
録
学
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号：

一
四
二
〇
一
〇
三
二
）・

Ⅲ
）二
〇
〇

七
〜
一
一
（
平
成
一
九
〜
二
三
）
年
度
科
学
研
究
費
・
学
術
創
成
研
究
費
「
目
録

学
の
構
築
と
古
典
学
の
再
生

天
皇
家
・
公
家
文
庫
の
実
態
復
原
と
伝
統
的
知

識
体
系
の
解
明

」（
研
究
課
題
番
号：

一
九
Ｇ
Ｓ
〇
一
〇
二
）、
そ
し
て
前
述
の

Ⅳ
）「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充

天
皇

家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

」、
と
い
う
田
島
が
研
究
代
表
者
を
務
め
た
四
回

一
七
年
間
の
禁
裏
・
公
家
文
庫
に
関
す
る
大
型
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
集
大
成
を
目
指
し
て
、
昨
年
一
一
月
に
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年

度
〜
二
〇
二
一
年
度
の
五
年
間
の
予
定
で
、
こ
れ
ら
の
科
研
の
成
果
を
継
承
す
る
、

基
盤
研
究

Ｓ
）「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学

の
進
展

知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」（A

d
v
a
n
cin
g
 
Ja
p
a
n
ese

 
B
ib
lio
-

g
ra
p
h
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n
d Im

p
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o
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o
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e S
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d T

ra
n
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n
 

o
f K

n
o
w
led
g
e S

y
stem

s

）
を
申
請
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
四
月
二
七
日
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
審
査
を
経
て
、
五
月
三
一
日
に
、
幸
い
に
も
採
択
さ
れ
た
旨
、
内
定
の

連
絡
を
い
た
だ
い
た
（
研
究
課
題
番
号：

一
七
Ｈ
〇
六
一
一
七
）。

こ
れ
は
、
学
術
創
成
研
究
費
の
採
択
に
よ
る
重
複
採
択
と
い
う
こ
と
で
、
辞
退

し
た
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

Ｓ
）「
古
典
学
再
生
の
た
め
の
目

録
学
の
構
築

禁
裏
・
公
家
文
庫
の
原
形
態
復
原
の
研
究

」（
研
究
課
題

番
号：

一
九
一
〇
二
〇
〇
三
）
も
含
め
る
と（
日
本
学
術
振
興
会
Ｈ
Ｐ：

h
ttp
s: //k

a
k
en
.

n
ii.a

c.jp
/ja
/g
ra
n
t /K

A
K
E
N
H
I-P
R
O
JE
C
T
- 19102003

）、
実
質
、
三
回
連
続
の

基
盤
研
究

Ｓ
）の
採
択
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
一
九
九
八
年
度
か
ら
の
二
回
の
基

盤
研
究

Ａ
）や
、
基
盤
研
究

Ｓ
）の
二
〜
三
倍
の
金
額
と
な
る
学
術
創
成
研
究
費

を
継
承
し
た
二
度
目
の
基
盤
研
究

Ｓ
）の
採
択
も
含
め
、
人
文
社
会
系
で
は
屈
指

の
大
型
科
研
費
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
（
な
お
、
一
九
九
八
年
度
に

は
基
盤
研
究

Ｓ
）は
な
く
、
基
盤
研
究

Ａ
）が
最
も
大
き
な
科
研
費
で
あ
っ
た
）、
本

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
研
究
者
の
期
待
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
う
か
が

え
、
私
自
身
、
研
究
代
表
者
と
し
て
は
最
後
の
大
型
科
研
費
と
な
る
と
思
う
と
、

再
度
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
度
新
し
く
採
択
さ
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
に
関
し
て
は
、

近
々
公
開
さ
れ
る
日
本
学
術
振
興
会
の
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
s: //k

a
k
en
.n
ii.a

c.jp
/ja
/

g
ra
n
t /K

A
K
E
N
H
I-P
R
O
JE
C
T
- 17H

06117

）
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
研
究
目
的

を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、

１
）従
来
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
内
限
定
の
閲
覧

シ
ス
テ
ム
で
あ
るH

i-C
a
t P

lu
s

を
ウ
ェ
ブ
公
開
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
改
良
し
、

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
禁
裏
（
天
皇
家
）・
公
家
収
蔵
家
分
け
史
料
（
伏
見
宮
家

本
・
九
条
家
本
等
）
約
一
〇
〇
万
画
像
を
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
。

２
）宮
内
庁
所
蔵

『
東
山
御
文
庫
目
録
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
同
目
録
と
近
世
禁
裏
文
庫
蔵
書
目

録
と
の
対
応
関
係
の
解
明
、
東
山
御
文
庫
本
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
『
京
都
御
所
東
山

御
文
庫
記
録
』
と
の
画
像
リ
ン
ク
作
成
等
を
行
い
、
ま
た
京
都
御
所
・
同
離
宮
所

蔵
の
学
術
関
係
史
資
料
の
高
度
利
用
化
も
促
進
す
る
。
さ
ら
に
「
東
南
院
文

書
」・
陽
明
文
庫
本
の
地
元
で
の
画
像
公
開
の
準
備
を
支
援
す
る
。

３
）禁
裏
・

公
家
の
各
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
特
徴
や
創
始
・
伝
来
・
再
興
等
に
関
わ
っ
た
人
物
、

蔵
書
目
録
、
各
文
庫
間
の
写
本
の
貸
借
関
係
、
研
究
論
文
等
の
情
報
を
集
成
し
、

禁
裏
・
公
家
の
文
庫
ご
と
の
研
究
を
体
系
化
し
、「
日
本
目
録
学
」
の
総
体
を
提

示
し
な
が
ら
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
に
集
積
さ
れ
た
前
近
代
の
「
知
」
の
体
系
の
構

造
と
伝
来
過
程
を
通
時
的
・
共
時
的
に
解
明
す
る
。

４
）古
典
学
振
興
の
た
め
に
、

「
日
本
目
録
学
」
を
応
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、
宮
内
公
文
書
館
管
轄
「
特

定
歴
史
公
文
書
」
内
の
学
術
資
料
（
各
種
実
録
他
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
研
究
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支
援
ツ
ー
ル
等
の
作
成
を
行
い
、
研
究
者
・
市
民
向
け
公
開
講
座
を
継
続
し
て
開

催
す
る
。
な
お
、
本
シ
リ
ー
ズ
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
の
第
七
輯
以
降
は
、

新
規
採
択
の
基
盤
研
究

Ｓ
）の
研
究
成
果
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
予
告
し
、
五
年

間
の
研
究
期
間
内
に
第
八
輯
ま
で
の
二
冊
は
刊
行
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
第
六
輯
は
、
右
記
科
学
研

究
費
・
基
盤
研
究

Ｓ
）の
五
年
間
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
以
下

に
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

通
常
、
第
一
部
は
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
全
体
の
研
究
、
そ
の
蔵
書
目
録
を
用
い

た
目
録
学
的
研
究
論
文
を
収
載
す
る
が
、
今
回
は
都
合
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
論
文

を
収
載
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
論
文
と
し
て
、
拙
稿
「
文
庫

論
」『
岩
波
講
座

日
本
歴
史
』
二
二
（
岩
波
書
店

二
〇
一
六
年
二
月
）
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
時
間
の
関
係
も
あ
り
そ
れ
以
上
の
も
の
を
載
せ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
た
め
、
岩
波
講
座
論
文
を
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
第
一
章
の
タ
イ
ト
ル

を
変
更
し
、
章
を
二
つ
の
節
に
分
割
し
て
新
た
に
節
の
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
ほ
か
、

全
体
に
誤
植
や
体
裁
の
不
統
一
の
訂
正
な
ど
最
低
限
の
訂
正
と
紙
幅
の
関
係
で
割

愛
し
た
註
の
参
考
文
献
を
復
活
さ
せ
、「
文
庫
論

前
近
代
の
古
典
籍
の
伝

来
・
知
識
体
系
継
承
の
歴
史
的
特
質
と
文
庫
の
役
割

」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

付
し
た
論
文
を
、
前
掲
⑤
の
科
研
最
終
報
告
書
に
収
載
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
お

読
み
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
本
書
第
一
部
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
第
二
部
に
収
め
て

い
た
禁
裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
を
用
い
た
論
考
を
収
録
し
た
。

先
ず
、
藤
井
讓
治
「
前
久
が
手
に
し
た
関
ケ
原
情
報
」
は
、『
陽
明
叢
書
』
書

状

の
た
め
の
原
本
調
査
の
成
果
の
う
ち
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
の
「
陽
明

文
庫
講
座
」
で
の
講
演
内
容
を
も
と
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、

写
本
の
形
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
所
謂
、
関
ケ
原
の
戦
い
に
関
わ
る
、
陽

明
文
庫
所
蔵
の
（
慶
長
五
年
〔
一
六
〇
〇
〕）
九
月
二
十
日
付
「（
近
衞
信
尹
宛
）
近

衞
前
久
書
状
」
の
原
本
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
関
ケ
原
合
戦
」

直
後
の
情
報
の
一
つ
の
あ
り
方
や
そ
の
正
確
さ
を
既
知
の
他
の
史
料
と
逐
一
突
き

合
わ
せ
て
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
こ
の
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る
「
青
野
カ
原
ニ
テ

ノ
合
戦
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
関
ケ
原
合
戦
」
と
い
う
呼
称
と
の
関
係
を
、
一
次
史

料
を
軸
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
人
口
に
膾
炙
す
る
天
下
分
け
目
の
関

ケ
原
の
戦
い
と
い
う
表
現
が
、
合
戦
直
後
で
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

浮
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
合
戦
直
後
か
ら
「
関
ケ
原
合
戦
」
と
い
う
表
記
が
な
さ

れ
た
史
料
の
信
憑
性
に
ま
で
波
及
す
る
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
一
輯
所
収
の
田
島
「
尊
経
閣
文
庫
本
『
無
題
号
記
録
』
と
東
山

御
文
庫
本
『
叙
位
記

中
外
記
』
所
引
「
院
御
書
」

『
院
御
書
』
の
基
礎
的
研

究
１

」
で
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
無
題
号
記
録
」
が
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御

書
』
の
一
部
（
男
叙
位
の
最
後
、
女
叙
位
、
除
目
の
前
半
部
分
）
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
後
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
無
題
号
記
録
」
の
解
題
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
た
が
（
拙
稿
「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
無
題
号
記
録
』
解
説
」

前
田
育
徳

会
尊
経
閣
文
庫
編
『
無
題
号
記
録
・
春
玉
秘
抄
』

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成

第
四
九

輯

八
木
書
店

二
〇
一
一
年
）、
そ
の
際
に
「
無
題
号
記
録
」
の
書
写
年
代
に
関

し
て
は
、
原
本
を
見
た
印
象
と
し
て
、
尊
経
閣
文
庫
が
示
す
書
写
年
代
で
あ
る
鎌

倉
後
期
よ
り
も
古
く
、
院
政
期
（
一
二
世
紀
）
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
記
憶
が
あ
る
が
、
書
風
に
関
し
て
全
く
知
識
が
乏
し
く
、
根
拠
を
示
せ
な
か
っ

た
た
め
、
尊
経
閣
文
庫
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
恵
美
千
鶴
子
「
尊
経
閣

文
庫
所
蔵
「
無
題
号
記
録
」
の
書
写
年
代
に
つ
い
て

高
野
切
第
三
種
筆
跡
と

の
比
較
よ
り

」
は
、「
無
題
号
記
録
」
と
「
高
野
切
」
第
三
種
筆
跡
と
の
書
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風
の
比
較
か
ら
、「
無
題
号
記
録
」
は
一
〇
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
書
写
さ
れ
た
と

推
測
す
る
。
さ
ら
に
後
三
条
天
皇
ま
た
は
天
皇
に
近
い
高
貴
な
人
物
か
ら
の
命
令

に
よ
り
、
天
皇
の
没
後
、
程
な
く
し
て
、
し
か
る
べ
き
能
書
が
書
写
し
た
と
推
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
書
道
研
究
者
に
よ
り
議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
が
、
こ
れ
は
大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
私
は
「
無
題
号
記
録
」
解
題
執
筆

の
最
終
段
階
で
、
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』
一
巻
（
天
文

九
年
〔
一
五
四
〇
〕、
三
条
西
公
条
写
）
が
、
後
三
条
天
皇
撰
『
院
御
書
』
の
除
目

部
分
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
内
題
に
「
除
秘
鈔

称
有
仁
公
抄
、
或
称
俊
明
卿
抄
。
」

と
あ
り
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
の
本
奥
書
に
「

源
）

有
仁
公
次
第
云
々
。
或
云
、

源
）

俊
明
卿
次
第
云
々
、」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
田
島
公
「
三
条
西
家
旧
蔵
『
除
秘
鈔
』

に
つ
い
て
〔
本
文

〕」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
四
七
号

二
〇
一
二
年
一
〇

月
）、
皇
孫
の
源
有
仁
ま
た
は
源
俊
明
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
『
院
御
書
』
の
写
本

が
存
在
す
る
と
想
定
し
た
が
、
そ
の
こ
と
と
も
か
か
わ
る
大
変
重
要
な
見
解
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
恵
美
論
文
の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
末
柄
豊
氏
と

共
に
執
筆
・
刊
行
予
定
の
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』
の
報
告
書
に
収
録
予
定
の
拙

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

神
戸
航
介
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
「
諸
次
第
等
目
録
」
に
つ
い
て

平
安
時
代
儀
式
研
究
の
た
め
に

」
は
、
同
名
の
目
録
を
検
討
し
、
目
録

に
記
さ
れ
て
い
る
儀
式
書
を
現
状
の
九
条
家
本
の
中
か
ら
比
定
し
、
近
世
初
期
の

九
条
道
房
撰
『
九
条
家
記
録
文
書
目
録
』
に
欠
け
て
い
る
箱
ま
た
は
番
外
の
箱
の

目
録
で
、
官
奏
・
列
見
・
定
考
・
賭
弓
な
ど
の
儀
式
書
が
入
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
後
、
目
録
記
載
の
折
本
状
の
次
第
書
に
注
目
し
、
原
本
調
査
を
踏
ま

え
、
懐
中
次
第
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
鎌
倉
期
の
「
大
粮
申
文
次
第
」
の
検
討

か
ら
、
摂
関
期
の
大
粮
申
文
の
儀
式
の
復
元
も
行
う
。
私
が
担
当
し
て
い
る
人
文

社
会
系
研
究
科
の
演
習
の
中
で
、
史
料
編
纂
所
閲
覧
室
の
端
末
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

H
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P
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s

を
利
用
す
る
こ
と
に
馴
れ
る
目
的
か
ら
九
条
道
房
撰
『
九
条
家

記
録
文
書
目
録
』
記
載
の
箱
別
の
書
目
同
定
作
業
の
一
部
を
行
い
始
め
た
こ
と
か

ら
発
展
さ
せ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
政
務
儀
式
や
財
政

研
究
に
ま
で
視
野
に
入
れ
た
研
究
で
あ
り
、
蔵
書
目
録
を
活
用
し
た
通
時
的
・
共

時
的
な
目
録
学
研
究
の
手
本
に
な
る
研
究
と
い
え
よ
う
。

陽
明
文
庫
所
蔵
『
勘
例
』
七
巻
（「
近
衞
家
記
録
十
五
函
文
書
」
十
三
函
十
六
号

〜
二
十
一
号
、
十
四
函
八
十
三
号
）
は
、
摂
関
・
院
政
期
〜
鎌
倉
期
を
中
心
に
八
世

紀
か
ら
十
四
世
紀
ま
で
の
年
紀
の
史
料
を
収
載
す
る
が
、
全
文
翻
刻
に
よ
る
公
開

が
俟
た
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
十
四
世
紀
後
半
に
編
集
さ
れ
た
政
務
の
先
例
集

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
前
段
と
し
て
十
三
世
紀
前
半
の
局
務
中
原
氏
・
官
務
小
槻

氏
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
勘
文
・
請
文
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
構
造
や
編
集
過

程
は
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
学
界
か
ら
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
来
年
度
、
大
日
本
古
記
録
の
一
冊
と
し
て
上
巻
（
十
三
函
十
六
号
〜
十

八
号
、
十
四
函
八
十
三
号
を
所
収
予
定
）
の
刊
行
を
目
指
し
、
準
備
を
し
て
い
る
。

黒
須
友
里
江
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
勘
例
』
十
三
函
十
八
号
に
お
け
る
先
例
記
事
の

特
徴
」
は
、
氏
に
Ⅳ
基
盤
研
究

Ｓ
）の
Ｒ
Ａ
（
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
の
研

究
業
務
と
し
て
『
勘
例
』
の
下
原
稿
作
成
を
担
っ
て
も
ら
っ
た
研
究
の
一
端
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
特
に
十
三
函
十
八
号
を
取
り
上
げ
、
引
用
さ
れ
る
先
例
記
事
の

出
典
を
丹
念
に
調
べ
、
出
典
が
判
明
し
た
記
事
を
分
析
し
た
結
果
、
殆
ど
の
場
合
、

何
ら
か
の
形
で
も
と
の
記
事
が
省
略
・
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
利
用

に
際
し
て
の
注
意
を
促
す
。
ま
た
、
類
似
す
る
内
容
の
勘
例
が
あ
る
史
料
を
検
討

し
、『
勘
例
』
と
共
通
す
る
材
料
の
存
在
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
特

徴
か
ら
、
外
記
に
よ
る
先
例
引
勘
作
業
に
関
し
て
、
必
ず
し
も
原
典
に
当
た
っ
た
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の
で
は
な
く
、
先
例
を
集
積
・
部
類
し
た
「
雑
例
」
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
て

『
勘
例
』
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
付
け
る
。
十
三
函
十
八
号
を
対
象

と
し
た
分
析
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
先
例
を
示
す
個
々
の
記
事
の
出
典

や
関
連
史
料
を
全
て
の
『
勘
例
』
に
わ
た
り
丹
念
に
確
認
す
る
作
業
の
重
要
性
を

示
唆
す
る
と
共
に
、
記
事
を
利
用
す
る
際
の
注
意
点
も
喚
起
し
て
い
る
。

第
二
部
は
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
を
中
心
に
し
た
も
の

を
収
録
し
た
。

先
ず
尾
上
陽
介
「
大
日
本
古
記
録
未
収
の
『
猪
隈
関
白
記
』
原
本
・
古
写
本
」

は
表
題
の
通
り
、
近
衛
家
実
の
日
記
で
あ
る
『
猪
隈
関
白
記
』
は
大
日
本
古
記
録

と
し
て
岩
波
書
店
か
ら
一
〜
六
巻
（
一
九
七
四
〜
八
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
、
前
記
大
型
科
研
費
に
よ
る
陽
明
文
庫
で
の
調
査
や
デ
ジ
タ
ル
撮
影

に
よ
り
判
明
し
た
大
日
本
古
記
録
未
収
の
一
八
断
簡
を
、
原
本
・
古
写
本
か
ら
翻

刻
・
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
存
す
る
『
猪
隈
関
白
記
』
が
断
簡
も
含
め
、

全
て
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
た
。

田
島
公
「
陽
明
文
庫
所
蔵
「
藤
原
師
実
執
筆
除
目
尻
付
関
係
史
料
」
三
点
の
紹

介
」
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
で
藤
原
師
実
が
執
筆
を
担
当
し
た
康
平
四
年
（
一
〇
六

一
）
か
ら
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
ま
で
の
除
目
の
尻
付
に
関
す
る
史
料
三
点
を

翻
刻
・
紹
介
す
る
。『
大
日
本
史
料
』
二
編
の
未
刊
行
部
分
の
史
料
で
、
全
体
の

紹
介
は
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
尻
付
関
係
史
料
を
『
大
間
成
文
抄
』
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
任
官
し
た
人
物
が
判
明
し
、
除
目
の
復
原
が
可
能
と

な
る
の
で
、
康
平
年
間
か
ら
承
保
年
間
に
か
け
て
、
そ
う
し
た
作
業
を
行
っ
た
が
、

表
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
紙
背
文
書
も
含
め
、
別
の
機
会
に
公
表
し
た
い
と
思
う
。

藤
原
重
雄
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
定
能
卿
記
部
類
』
六
「
御
読

経
」
・
七
「
御
願
供
養
」
」
は
、
表
題
の
部
類
記
の
紹
介
・
翻
刻
で
あ
る
。
著
者
の

藤
原
重
雄
氏
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
輯
か
ら
第
五
輯
に
か
け
て
藤
原
定
能
の
日

記
『
定
能
卿
記
』（『
心
記
』
と
も
）
の
紹
介
を
継
続
中
で
、
九
条
家
本
『
定
能
卿

記
部
類
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
第
四
輯
に
八
「
興
福
寺
供
養
」、
第
五

輯
に
九
「
仏
事
」
を
全
文
翻
刻
し
て
い
る
。
本
輯
で
は
、
恒
例
の
季
御
読
経
と
臨

時
の
大
般
若
御
読
経
な
ど
を
収
め
る
六
「
御
読
経
」
と
、
院
・
諸
家
に
よ
る
堂
供

養
の
記
事
を
部
類
す
る
七
「
御
願
供
養
」
と
の
二
軸
を
掲
載
す
る
。
記
事
は
承
安

三
年
（
一
一
七
三
）
か
ら
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
わ
た
り
、
特
に
後
者
（
七
）

に
は
、
後
白
河
院
・
建
春
門
院
（
平
滋
子
）
に
よ
る
御
願
寺
堂
塔
の
供
養
に
加
え
、

御
室
仏
事
と
し
て
守
覚
法
親
王
の
仏
事
、
諸
家
堂
供
養
と
し
て
平
時
子
の
西
八
条

第
の
堂
供
養
と
藤
原
師
長
の
妙
音
堂
供
養
の
記
事
な
ど
、
文
化
史
的
に
興
味
深
い

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

大
和
長
谷
寺
の
創
建
縁
起
の
一
つ
で
あ
る
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
を
用
い
た
論
文

は
非
常
に
多
い
が
、
田
島
公
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
の
解
題
と
翻

刻

鎌
倉
長
谷
寺
本
と
の
比
較
検
討
を
中
心
に

」
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
利
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
南
北
期
書
写
と
思
し
き
陽
明
文
庫
本
の
紹
介
・
翻
刻
で
あ
る
。

ほ
ぼ
解
題
と
二
色
刷
り
の
翻
刻
を
終
え
て
か
ら
、
近
年
紹
介
さ
れ
、
本
書
と
密
接

に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
鎌
倉
長

谷
寺
所
蔵
本
の
紹
介
・
翻
刻
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
急
遽
、
比
較
検
討
と
原
本

調
査
を
行
っ
た
た
め
、
本
輯
刊
行
遅
延
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
鎌
倉
長
谷
寺
所
蔵
本
の
二
条
良
基
に
よ
る

識
語
や
陽
明
文
庫
本
の
行
慶
に
よ
る
識
語
か
ら
、
二
つ
の
南
北
朝
期
の
写
本
が
興

福
寺
伝
来
の
写
本
を
書
写
し
、
二
条
良
基
の
訓
点
を
伝
え
る
重
要
な
写
本
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

422



遠
藤
珠
紀
「『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』（
天
正
一
五
年
八
月
〜
一
二
月
記
）
の
紹

介
」
は
、
未
翻
刻
で
あ
っ
た
『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』
の
紹
介
で
あ
る
。
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
院
中
御
湯
殿
上
日
記
』
は
正
親
町
上
皇
の
院
御
所
で
記
さ

れ
た
女
官
に
よ
る
業
務
日
記
で
、
院
中
の
も
の
と
し
て
は
最
古
と
い
う
。
天
正
一

五
年
（
一
五
八
七
）
か
ら
一
九
年
ま
で
の
五
年
分
が
ほ
ぼ
通
年
で
残
さ
れ
て
お
り
、

同
時
期
に
は
後
陽
成
天
皇
の
『
御
湯
殿
上
日
記
』
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら

は
簡
略
な
記
載
が
多
く
、
欠
失
部
分
も
あ
る
。
本
記
は
そ
れ
と
補
完
し
合
う
も
の

と
な
り
、
殊
に
天
正
一
五
年
の
『
御
湯
殿
上
日
記
』
は
九
月
六
日
以
降
が
欠
け
て

お
り
、
こ
の
間
の
宮
中
の
情
勢
を
窺
う
に
は
、
本
記
が
重
要
に
な
る
と
い
う
。
政

治
的
な
記
述
も
注
目
さ
れ
る
が
、
当
該
期
に
は
、
室
町
期
に
中
絶
し
た
種
々
の
朝

儀
の
復
興
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
陽
成
天
皇
は
好
学
の
天
皇
と
し
て
知
ら
れ
、

豊
臣
秀
次
も
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
の
書
写
・
集
積
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
記
中
に
も

院
・
天
皇
ら
の
文
化
活
動
、
書
物
の
貸
借
、
書
写
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
丹
念
に
拾
う
こ
と
で
、
禁
裏
文
庫
の
復
元
に
資
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
遠
藤
論
文
は
「『
院
中
御
湯
殿
記
』

天
正
一
五
年
正

月
〜
三
月
記
）の
紹
介
」『
中
間
成
果
報
告
書

日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典

学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充

天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

』（
二
〇

一
五
年
三
月
）・「『
院
中
御
湯
殿
記
』

天
正
一
五
年
四
月
〜
七
月
記
）の
紹
介
」

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書

室
町
後
期
・
織
豊
期
古
記
録
の
史

料
学
的
研
究
に
よ
る
政
治
・
制
度
史
再
構
築
の
試
み
』（
二
〇
一
六
年
九
月
）
で
の

翻
刻
に
続
く
第
三
弾
で
、『
最
終
報
告
書

日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学

研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充

天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に

』（
二
〇
一

七
年
三
月
）
所
収
の
金
子
拓
・
遠
藤
珠
紀
「
正
親
町
天
皇
の
遺
勅

東
山
御
文
庫

所
蔵
史
料
勅
封
一
〇
一
函
｜
一
｜
七
「
正
親
町
天
皇
覚
書
類
」
の
紹
介
」
と
関
連

す
る
。

第
三
部
に
は
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
の
家
分
け
の
蔵
書
目
録
を
収
録
し
た
が
、
本

輯
に
は
、
小
倉
慈
司
編
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本
目
録

稿
）」
を
掲
載
し
た
。

御
所
本
の
復
原
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
・
刊
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』（
一
九
五

二
・
五
三
年
）
に
一
九
五
一
年
三
月
末
現
在
の
蔵
書
が
見
え
、「
凡
例
」
に
あ
る

よ
う
に
、
同
目
録
に
「
御
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
「
御
所
本
」
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
再
編
集
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
作
業
と
な
る
が
、
小
倉
氏
は

目
録
の
情
報
の
み
に
依
ら
ず
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
本
を
再
調
査
し
、
こ

れ
ま
で
「
御
所
本
」
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
図
書
も
含
め
た
、
禁
裏
伝
来
本
を
復

元
し
た
目
録
を
作
成
さ
れ
た
。「
御
所
本
」
と
は
、
小
倉
氏
に
よ
る
「
凡
例
」
の

冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
禁
裏
伝
来
本
の
み
な
ら
ず
、「
か
つ
て
御

物
で
あ
っ
た
書
物
」
も
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
収
録
し
て
い
る
。

い
つ
も
な
が
ら
綿
密
な
小
倉
氏
の
労
作
で
あ
る
目
録
の
公
開
に
よ
り
、
今
後
、

「
御
所
本
」
の
復
原
研
究
が
進
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
書
の
序
文
は
関
西
大
学
文
学
部
教
授
の
西
本
昌
弘
氏
に
お
願
い
し
た
。

西
本
氏
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
在
職
中
な
ど
に
行
っ
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
の
調

査
の
成
果
と
し
て
、
藤
原
行
成
撰
『
新
撰
年
中
行
事
』・『
日
中
行
事
』
等
、
佚
書

と
思
わ
れ
て
い
た
「
幻
の
書
」
を
、
外
題
が
変
わ
っ
た
近
世
前
期
の
写
本
の
中
か

ら
確
認
し
、
蘇
ら
せ
、
平
安
時
代
の
研
究
に
新
た
な
希
望
の
光
を
あ
て
、
平
安
期

の
儀
式
書
研
究
を
牽
引
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
第
一

輯
・
第
三
輯
に
論
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
。
一
九
九
九
年
四
月
よ
り
、
薗

田
香
融
先
生
の
後
任
と
し
て
関
西
大
学
に
赴
任
さ
れ
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
収
蔵
史

料
を
用
い
た
奈
良
・
平
安
期
の
研
究
を
進
め
、
宮
内
庁
書
陵
部
で
学
ん
だ
学
問
を

関
西
の
地
で
花
開
か
せ
、
研
究
者
の
養
成
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
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序
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
西
本
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

と
こ
ろ
で
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
Ⅲ
学
術
創
成
研
究
と
Ⅳ
基
盤
研
究

Ｓ
）の
連
携
研
究
者
で
あ
っ
た
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
三
角
洋
一
氏
が
二
〇
一
六

年
五
月
四
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
三
角
先
生
に
は
科
研
の
研
究
会
に
は
殆
ど
ご
出
席

い
た
だ
く
と
共
に
、『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
四
輯
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
に

「『
言
談
抄
』
の
三
伝
本
の
関
係
」
と
い
う
ご
論
考
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
執

筆
に
至
る
経
緯
は
拙
稿
「
あ
と
が
き

学
術
創
成
研
究
の
成
果
と
古
典
学
再
生

へ
の
道
程

」
に
略
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
ご
く
短

い
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、『
言
談
抄
』
の
本
格
的
な
写
本
に
関
す
る
論
文
を
書
い

て
い
た
だ
い
た
。
三
角
先
生
の
ご
業
績
に
関
し
て
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

編
「
三
角
洋
一
先
生
略
年
譜
・
業
績
目
録
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
四
巻
三
号

二

〇
一
七
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
科
研
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
が
、
二
〇
一
五

年
七
月
一
日
に
元
尊
経
閣
文
庫
常
務
理
事
の
橋
本
義
彦
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
橋

本
先
生
に
は
第
一
輯
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）
の
巻
頭
に
「
序

東
山
御
文
庫
と

書
陵
部

」
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
私
が
、
一
九
九
八
年
度
か
ら
Ⅰ
基
盤
研

究

Ａ
）を
開
始
し
、
近
世
の
新
写
本
で
あ
る
東
山
御
文
庫
本
の
研
究
を
始
め
た
一

つ
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
橋
本
氏
か
ら
伺
っ
た
「
古
写
本
必
ず
し

も
善
本
な
ら
ず
」
と
い
う
教
え
で
あ
っ
た
。
な
お
、
橋
本
先
生
の
ご
業
績
に
関
し

て
は
、
橋
本
義
彦
先
生
を
偲
ぶ
会
編
・
刊
『
橋
本
義
彦
先
生
を
偲
ぶ

略
歴
・

業
績
目
録

』（
二
〇
一
六
年
七
月
）
に
詳
し
い
。
さ
ら
に
私
が
大
学
院
時
代
に

中
国
目
録
学
の
授
業
を
拝
聴
し
た
竺
沙
雅
章
京
都
大
学
名
誉
教
授
が
、
二
〇
一
五

年
一
〇
月
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
私
は
大
学
院
時
代
、
竺
沙
先
生
に
よ
る
目
録
学

の
講
義
を
拝
聴
し
た
が
、
私
の
日
本
目
録
学
の
構
築
と
い
う
発
想
は
、
先
生
の
講

義
の
賜
物
で
あ
る
。
竺
沙
先
生
か
ら
は
、『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
や
科
研
の

報
告
書
を
お
送
り
す
る
と
必
ず
、
お
葉
書
か
お
手
紙
を
下
さ
り
、
的
確
な
意
見
を

賜
っ
た
。
竺
沙
先
生
の
ご
業
績
に
関
し
て
は
、
吉
本
道
雅
「
竺
沙
雅
章
先
生
の

訃
」（『
東
方
学
』
一
三
一
輯

二
〇
一
六
年
一
月
）
が
あ
る
。
お
三
方
の
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

最
後
に
、
本
年
八
月
末
で
退
職
さ
れ
る
粕
谷
真
里
子
氏
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お

き
た
い
。
五
年
間
、
助
手
と
し
て
勤
務
し
た
共
立
女
子
大
学
か
ら
、
山
本
聡
美
先

生
（
Ⅳ
基
盤
研
究

Ｓ
）の
研
究
分
担
者
）
の
紹
介
で
粕
谷
氏
を
、
Ⅲ
学
術
創
成
研
究

費
の
科
研
事
務
の
担
当
の
一
人
と
し
て
二
〇
一
一
年
四
月
に
学
術
支
援
職
員
と
し

て
迎
え
た
が
、
粕
谷
さ
ん
は
、
Ⅳ
二
〇
一
二
年
度
か
ら
の
基
盤
研
究

Ｓ
）そ
し
て

Ⅴ
二
〇
一
七
年
度
新
規
採
択
の
基
盤
研
究

Ｓ
）と
い
う
、
人
文
系
で
は
最
大
級
の

大
型
科
学
研
究
費
に
三
度
か
か
わ
り
、
Ⅲ
・
Ⅳ
の
日
本
学
術
振
興
会
へ
の
様
々
な

報
告
書
（
進
捗
調
査
報
告
書
・
終
了
報
告
書
な
ど
）、
Ⅳ
・
Ⅴ
の
申
請
書
の
作
成
、

冒
頭
で
述
べ
た
③
・
④
の
中
間
・
最
終
報
告
書
三
冊
の
編
集
・
刊
行
（
特
に
④
期

間
中
に
刊
行
し
た
二
冊
の
報
告
書
）、
さ
ら
に
科
研
費
主
催
「
陽
明
文
庫
講
座
」
な

ど
市
民
向
け
公
開
講
座
の
準
備
・
当
日
の
運
営
は
、
粕
谷
さ
ん
の
存
在
な
く
し
て

は
そ
の
円
滑
な
遂
行
は
な
し
え
な
か
っ
た
。
研
究
代
表
者
と
し
て
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。

本
書
の
編
集
に
関
し
て
は
、
思
文
閣
出
版
新
刊
編
集
部
の
大
地
亜
希
子
さ
ん
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
辛
抱
強
く
原
稿
を
お
待
ち
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
逐
一
、

史
料
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ぬ
間
違
い
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

田
島

公
）
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